
 

 

報道発表資料 

令和 5 年 6 月 8 日（木） 

 

スタートアップが農家の課題を解決する 

実証開発プロジェクト TOYOHASHI AGRI MEETUPが今年も始動 

令和４年度より豊橋市では、「未来の農をつくる」と題して、スタートアップと地域農業関係

者との共創による実証開発プロジェクト TOYOHASHI AGRI MEETUP を進めています。 

２年目となる今年度は、昨年度アグリテックコンテストで入賞した３社を支援するとともに、

アグリテック企業と農業関係者との交流会の回数を増やすなど、本地域のさらなる農業イノベー

ションに向けた内容を盛り込みます。 

また、今年度のキックオフとして、第１回目の交流会を開催します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポイント① 農業関係者からの要望を受けて、今年度はアグリテック企業との交流会の回数を 

３回に増やし、農業関係者とアグリテック企業、双方の理解をより深めます！ 

 

ポイント② 令和５年度のキックオフとして、サポーター企業であるイノチオグループ本社を 

会場とし、第１回交流会を開催します！ 

１．対象者 

豊橋および近隣エリアの農家、JA、農業関係の事業会社、地域支援機関等、新しい農業の在り

方や、自分たちの抱える農業課題の解決に興味がある方 

２．日時 令和５年６月２７日（火）１６：３０～１９：００ 

３．場所 イノチオホールディングス株式会社 

４．申し込み方法 

右記 URL または QRコードを読み取り、応募フォームからお申込み下さい。 

https://deloitte.zoom.us/webinar/register/WN_OaznvBTsRsufy-r9rZKeQg  

５．プログラム詳細 別紙チラシをご参照ください  

 

 

アグリテック企業との交流機会の提供  →  農業者の課題、協業ニーズを抽出 

 

→ スタートアップからの提案募集、選考、入賞者の確定 

→マッチング・プロジェクト組成  → 実証開発（Ｒ６～） 

※専門家による昨年度入賞企業への実証開発支援は並行して実施 

 

 

【6／25（日）17：00

申込〆切】 

交流会（6月、9月、3 月) 
 

アグリテックコンテスト（９月～１月頃） 

マッチングプログラム（８月頃） 

≪TOYOHASHI AGRI MEETUP
とは？≫ 
地域の農業関係者の課題や協業

ニーズを踏まえて、地域農業関係者
と全国の技術や解決策を持つアグ
リテック企業等が共創し、地域の農
業課題を解決につながる新製品・サ
ービスの開発を目指す取組みです。 

TOYOHASHI AGRI MEETUPの流れ 



 

 

【参考】 

≪昨年度入賞企業 実証内容概要≫ 

・クオンクロップ株式会社 

 商品単位での温室効果ガス排出量を見える化できる独自アプリ「My エコものさし」を用いて、

地域におけるサステナブル消費の喚起や花卉生産者と連携して商品の付加価値向上を目指す。 

 

・テラスマイル株式 

 テラスマイル社が持つ農業データ基盤 RightARMを活用し、トマト施設園芸における収穫量の傾

向予測支援を行う。予測結果を用いて収穫計画を立て、収穫の作業工程の効率化や契約出荷先へ

精度の高い情報提供ができるかどうかを実証する。 

 

・株式会社 TOWING 

 地域で未活用となっているバイオマス資源を活用し、脱炭素・有機農地転換を両立する高機能

バイオ炭の製造および栽培実証を行う。 

 

≪アグリテックとは≫ 

農業（Agriculture）とテクノロジー（Technology）を組み合わせた造語。農業分野（農業生産、

流通、加工、販売等）において、AIや IoTなど先進的なテクノロジーを用いて、課題解決に取り

組みます。 

本事業では農業をより広域的に捉え、長期的な視点で「食」にフォーカスした取組みにチャレ

ンジされる方を広く募集します。 
 

問合先 地域イノベーション推進室 室長補佐 小野（電話 51-3155） 


